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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体の現在位置から複数の目的地を経由する移動経路を設定する移動経路設定装置で
あって、
　前記移動体の現在位置を取得する現在位置情報取得手段と、
　前記移動経路を設定するための前記複数の目的地からなる目的地選択情報群を取得する
目的地情報取得手段と、
　記憶された地図情報に基づいて、前記移動経路を設定する経路探索手段と、具備し、
　前記目的地選択情報群は、前記複数の目的地を経由した経路の全移動距離が最短となる
ように、当該複数の目的地の経由順が設定されており、
　前記経路探索手段は、前記現在位置情報取得手段にて取得された前記移動体の現在位置
から前記目的地情報取得手段にて取得された前記目的地選択情報群における一の目的地ま
での移動経路を設定するとともに、当該一の目的地に前記移動体の現在位置が到達すると
当該一の目的地の次に経由する目的地までの移動経路を設定し、
　前記目的地情報取得手段は、前記現在位置情報取得手段にて取得された前記移動体の現
在位置が前記目的地選択情報群における最後に経由する目的地に到達したことを認識する
と、次の目的地選択情報群を取得する
　ことを特徴とした移動経路設定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の移動経路設定装置であって、
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　前記目的地選択情報群の各目的地が経由順に記録される目的地選択情報テーブルを記憶
する記憶手段を備え、
　前記目的地情報取得手段は、前記記憶手段の前記目的地選択情報テーブルから前記目的
地を経由する順に取得する
　ことを特徴とした移動経路設定装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の移動経路設定装置であって、
　入力操作により目的地を設定可能な操作手段を備え、
　前記記憶手段の前記目的地選択情報テーブルには、前記操作手段から入力された前記目
的地が記憶される
　ことを特徴とした移動経路設定装置。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載の移動経路設定装置であって、
　前記現在位置情報取得手段にて取得された現在位置が前記目的地情報取得手段にて取得
された目的地に到達すると、前記目的地情報取得手段は、その目的地を前記目的地選択情
報テーブルから削除する
　ことを特徴とした移動経路設定装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の移動経路設定装置と、
　この移動経路設定装置により設定された前記移動経路を前記地図情報に基づいて報知す
る報知手段と、
　を具備したことを特徴とした移動経路報知装置。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の移動経路設定装置と、
　地図情報に基づいて前記目的地選択情報群を設定するサーバ装置と、
　を具備したことを特徴とした移動経路設定システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地図情報に基づいて基準地点から複数の目的地を経由する循環移動経路を設
定する移動経路設定装置、移動経路報知装置、および移動経路報知システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば車両などの移動体に載置され、出発地から目的地までの移動経路を表示さ
せるカーナビゲーション装置が広く利用されている。このカーナビゲーション装置におい
て、目的地までの移動経路を設定するとともに、周辺のガソリンスタンドやコンビニ、ト
イレなどの立ち寄り地を設定可能な構成が知られている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００３】
【非特許文献１】http://www.dvd-rakunavi.com/function/around/index.html　２００４
年４月１日
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来のカーナビゲーション装置では、処理能力上、設定可能な立ち寄り地の
数に限りがある。このことにより、従来のカーナビゲーション装置を例えば配送業におけ
る数多くの配送先への移動経路の設定に利用する場合、配送途中で配送先を順次設定する
必要があり、煩雑である。このため、例えば配送業などの複数の立ち寄り地を含む移動経
路を設定するためには専用の装置を構築する必要がある。
【０００５】
　本発明の目的は、このような実情に鑑み、簡単な構成で移動経路の設定が容易な移動経
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路設定装置、移動経路報知装置、および移動経路報知システムを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、移動体の現在位置から複数の目的地を経由する移動経路を設
定する移動経路設定装置であって、前記移動体の現在位置を取得する現在位置情報取得手
段と、前記移動経路を設定するための前記複数の目的地からなる目的地選択情報群を取得
する目的地情報取得手段と、記憶された地図情報に基づいて、前記移動経路を設定する経
路探索手段と、具備し、前記目的地選択情報群は、前記複数の目的地を経由した経路の全
移動距離が最短となるように、当該複数の目的地の経由順が設定されており、前記経路探
索手段は、前記現在位置情報取得手段にて取得された前記移動体の現在位置から前記目的
地情報取得手段にて取得された前記目的地選択情報群における一の目的地までの移動経路
を設定するとともに、当該一の目的地に前記移動体の現在位置が到達すると当該一の目的
地の次に経由する目的地までの移動経路を設定し、前記目的地情報取得手段は、前記現在
位置情報取得手段にて取得された前記移動体の現在位置が前記目的地選択情報群における
最後に経由する目的地に到達したことを認識すると、次の目的地選択情報群を取得するこ
とを特徴とした移動経路設定装置である。
【０００７】
　請求項５に記載の発明は、請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の移動経路設定装
置と、この移動経路設定装置により設定された前記移動経路を前記地図情報に基づいて報
知する報知手段と、を具備したことを特徴とした移動経路報知装置である。
【０００８】
　請求項６に記載の発明は、請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の移動経路設定装
置と、地図情報に基づいて前記目的地選択情報群を設定するサーバ装置と、を具備したこ
とを特徴とした移動経路設定システムである。
【０００９】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１ないし請求項９のいずれかに記載の移動経路設定
装置、または、請求項１０に記載の移動経路報知装置と、これら移動経路設定装置または
移動経路報知装置にネットワークを介して各種情報を送受信する端末通信手段と、前記移
動体の現在位置を認識して前記ネットワークを介して前記現在位置を前記端末通信手段に
より前記移動経路設定装置または移動経路放置装置へ送信させる現在位置認識手段と、前
記移動経路設定装置または前記移動経路報知装置にて設定され前記端末通信手段にて受信
した前記部分移動経路を前記地図情報に基づいて報知する報知手段とを備えた端末装置と
、を具備したことを特徴とした移動経路報知システムである。
【００１０】
　請求項１３に記載の発明は、演算手段により、地図情報に基づいて基準地点から複数の
目的地を経由する移動経路を設定する移動経路設定方法であって、前記演算手段は、前記
地図情報、前記基準地点および前記複数の目的地に基づいてあらかじめ設定された前記移
動経路における前記目的地を経由する順に取得し、前記移動体の現在位置に関する現在位
置情報を取得し、前記地図情報に基づいて前記現在位置から前記取得した目的地までの前
記移動経路における一部の区間の部分移動経路を設定し、前記現在位置に基づいて前記設
定した部分移動経路における最後の目的地に到達したことを認識すると、次の目的地以降
の前記移動経路における一部の区間の部分移動経路をさらに設定することを特徴とする移
動経路設定方法である。
【００１１】
　請求項１４に記載の発明は、演算手段を、請求項１ないし請求項９のいずれかに記載の
移動経路設定装置として機能させることを特徴とした移動経路設定プログラムである。
【００１２】
　請求項１５に記載の発明は、請求項１３に記載の移動経路設定方法を演算手段に実行さ
せることを特徴とした移動経路設定プログラムである。
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【００１３】
　請求項１６に記載の発明は、請求項１４または請求項１５に記載の移動経路設定プログ
ラムが演算手段に読取可能に記録されたことを特徴とした移動経路設定プログラムを記録
した記録媒体である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
  以下、本発明に係る実施の形態を図面に基づいて説明する。本実施の形態では、本発明
の移動経路設定装置および移動経路設定システムとしてのナビゲーションシステムであっ
て、移動体である例えば車両の移動状況としての走行を案内誘導する構成を例示して説明
する。なお、本発明の情報処理装置および情報処理システムとしては、車両の走行を案内
誘導する構成に限らず、いずれの移動体の交通状況を報知する構成が対象となる。図１は
、本実施の形態におけるナビゲーションシステムの概略構成を示すブロック図である。図
２は、端末装置の概略構成を示すブロック図である。図３は、地図情報を構成する表示用
データのテーブル構造を模式的に示す概念図である。図４は、地図情報を構成するマッチ
ングデータのテーブル構造を模式的に示す概念図である。図５は、目的地選択情報テーブ
ルにおけるデータのテーブル構造を模式的に示す概念図である。図６は、ナビゲーション
システムを構成する処理部の概略構成を示すブロック図である。図７は、端末表示部にて
画面表示される周辺地図情報を示す概念図である。図８は、端末表示部にて画面表示され
る周辺地図情報を示す別の概念図である。図９は、端末表示部にて画面表示される周辺地
図情報を示す他の実施例の概念図である。図１０は、サーバ装置の概略構成を示すブロッ
ク図である。図１１は、目的地選択情報テーブルのデータ構造の一部を示す概略図である
。図１２は、サーバ装置を構成するＣＰＵの概略構成を示すブロック図である。
【００１５】
　〔ナビゲーションシステムの構成〕
  図１において、１は移動経路設定システム、および移動経路報知システムとしてのナビ
ゲーションシステムである。このナビゲーションシステム１は、移動体である例えば車両
の移動状況に対応して移動に関する案内を報知するシステムである。なお、移動体として
は、車両に限らず、航空機、船舶などいずれの移動体が対象となる。このナビゲーション
システム１は、図１に示すように、移動経路設定装置、および移動経路報知装置としての
端末装置１００と、演算装置としてのサーバ装置２００と、を備えている。これらの端末
装置１００とサーバ装置２００とは、ネットワーク３００を介して通信可能に接続されて
いる。このようなナビゲーションシステム１では、この例えば端末装置１００が有する地
図情報に基づいて、現在位置や目的地に関する情報、目的地までのルート探索や表示、最
寄りの所定の店舗の検索やその表示あるいは店舗のサービス内容に関する情報の表示など
を実施する。
【００１６】
　端末装置１００は、図２に示すように、センサ部１１０と、ＶＩＣＳ（Vehicle Inform
ation Communication System：道路交通情報通信システム）受信部１２０と、操作手段と
しての端末入力部１３０と、端末表示部１４０と、音声出力部１５０と、端末側記憶手段
１６０と、目的地記憶手段としてのメモリ１７０と、目的地受信手段および端末通信手段
としての送受信部１８０と、処理部１９０と、などを備えている。このような端末装置１
００としては、例えば移動体としての車両に搭載される車載型、携帯型、ＰＤＡ（Person
al Digital Assistant）、携帯電話、ＰＨＳ(Personal Handyphone System)、携帯型パー
ソナルコンピュータなどが例示できる。
【００１７】
　センサ部１１０は、移動体である例えば車両の移動の状態、すなわち現在位置や走行状
況などを検出して処理部１９０に所定の信号Ｓscとして出力する。このセンサ部１１０は
、例えば図示しないＧＰＳ（Global Positioning System）受信部と、図示しない速度セ
ンサ、方位角センサおよび加速度センサなどの各種センサなどにて構成されている。
【００１８】
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　ＧＰＳ受信部は、図示しない人工衛星であるＧＰＳ衛星から出力される航法電波を図示
しないＧＰＳアンテナにて受信する。そして、ＧＰＳ受信部は、受信した航法電波に対応
した信号に基づいて現在位置の擬似座標値を演算し、ＧＰＳデータとして処理部１９０に
出力する。
【００１９】
　また、センサ部１１０のセンサである速度センサは、移動体である例えば車両に配設さ
れ、車両の移動速度である走行速度に対応して変動する信号に基づいて、車両の走行速度
や実際の加速度を検出する。この速度センサは、例えば車軸や車輪の回転により出力され
るパルス信号や電圧値などを読み取る。そして、速度センサは、読み取ったパルス信号や
電圧値などの検出情報を処理部１９０へ出力する。センサである方位角センサは、車両に
配設され、図示しないいわゆるジャイロセンサを有し、車両の方位角すなわち車両が前進
する走行方向を検出する。この方位角センサは、検出した走行方向に関する検出情報であ
る信号を処理部１９０へ出力する。センサである加速度センサは、車両に配設され、車両
の走行方向における加速度を検出する。この加速度センサは、検出した加速度を、例えば
パルスや電圧などによる検出情報であるセンサ出力値に変換し、処理部１９０へ出力する
。
【００２０】
　ＶＩＣＳ受信部１２０は、図示しないＶＩＣＳアンテナを有し、このＶＩＣＳアンテナ
により交通に関する情報を取得する。具体的には、図示しないＶＩＣＳから、例えばビー
コンやＦＭ多重放送などにより、渋滞、交通事故、工事、交通規制などの交通情報（以下
、ＶＩＣＳデータという。）を取得する。そして、取得した交通に関する情報を処理部１
９０に所定の信号Ｓviとして出力する。
【００２１】
　端末入力部１３０は、例えばキーボードやマウスなどで、入力操作される図示しない各
種操作ボタンや操作つまみなどを有している。この操作ボタンや操作つまみの入力操作の
内容としては、例えばナビゲーションシステム１の動作内容の設定などの設定事項である
。具体的には、取得する情報の内容や取得する条件などの設定、目的地の設定、情報の検
索、車両の移動状況である走行状態の表示、交通状況の変更に関する内容などが例示でき
る。そして、端末入力部１３０は、設定事項の入力操作により、所定の信号Ｓinを処理部
１９０へ適宜出力して設定させる。なお、この端末入力部１３０としては、操作ボタンや
操作つまみなどの入力操作に限らず、例えば端末表示部１４０に設けられたタッチパネル
による入力操作や、音声による入力操作など、各種設定事項を設定入力可能ないずれの構
成が適用できる。
【００２２】
　端末表示部１４０は、処理部１９０にて制御され処理部１９０からの画像データの信号
Ｓdpを画面表示させる。画像データとしては、例えば地図情報や検索情報などの画像デー
タの他、図示しないＴＶ受信機で受信したＴＶ画像データ、外部装置など光ディスクや磁
気ディスク、メモリカードなどの記録媒体に記録されドライブやドライバなどにて読み取
った画像データ、メモリ１７０からの画像データなどである。この端末表示部１４０とし
ては、例えば液晶表示パネルや有機ＥＬ（Electro Luminescence）パネル、ＰＤＰ（Plas
ma Display Panel）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）、ＦＥＤ（Field Emission Display）
、電気泳動ディスプレイパネルなどが例示できる。
【００２３】
　音声出力部１５０は、例えば図示しないスピーカなどの発音手段を有する。この音声出
力部１５０は、処理部１９０にて制御され、処理部１９０からの音声データなどの各種信
号Ｓadを発音手段から音声により出力する。音声により出力する情報としては例えば車両
の走行方向や走行状況、交通状況などで、車両の走行を案内する上で運転者などの搭乗者
に報知する。なお、音声出力部１５０は、例えばＴＶ受信機で受信したＴＶ音声データや
記録媒体さらにはメモリ１７０などに記録された音声データなどをも出力手段から適宜出
力可能である。また、音声出力部１５０は、発音手段を設けた構成に限らず、車両に配設
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されている発音手段を利用する構成としてもよい。
【００２４】
　端末側記憶手段１６０は、例えば図３および図４に示すような地図情報や図５に示すよ
うな目的地選択情報テーブル１０Ａなどを格納、すなわち読み出し可能に記憶する。この
端末側記憶手段１６０は、地図情報が記憶される図示しない地図情報記憶領域と、目的地
情報１１とテーブル構造にて記録する目的地選択情報テーブル１０Ａと、などを備えてい
る。なお、ここでは、端末側記憶手段１６０が上述した３つの記憶領域を備えた構成につ
いて例示したが、これに限らず例えば端末側記憶手段１６０に上述した記憶領域を備えな
い構成や、さらに他の記憶領域を備えた構成などとしてもよい。また、端末側記憶手段１
６０としては、ＨＤ（Hard Disk）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、光ディスク、
メモリカードなどの記録媒体に読み出し可能に記憶するドライブやドライバなどが例示で
きる。
【００２５】
　ここで、地図情報は、例えば図３に示すようないわゆるＰＯＩ（Point Of Interest）
データである表示用データＶＭと、例えば図４に示すようなマッチングデータＭＭと、移
動経路探索用地図データと、などを備えている。
【００２６】
　表示用データＶＭは、例えばそれぞれ固有の番号が付加された複数の表示用メッシュ情
報ＶＭxを備えている。すなわち、表示用データＶＭは、一部の領域に関する表示用メッ
シュ情報ＶＭxに複数分割され、表示用メッシュ情報ＶＭxが縦横に複数連続して構成され
ている。なお、表示用メッシュ情報ＶＭxは、適宜一部の領域に関する下層の表示用メッ
シュ情報ＶＭxにさらに複数分割されていてもよい。
【００２７】
　そして、表示用メッシュ情報ＶＭxは、例えば交差点の名称などの名称情報ＶＭxＡと、
道路情報ＶＭxＢと、背景情報ＶＭxＣと、にて構成されている。名称情報ＶＭxＡは、そ
の領域における他要素データである例えば交差点の名称や地域の名称などを絶対座標ＺＰ
との位置関係で所定の位置に配置表示されるデータのテーブル構造に構成されている。道
路情報ＶＭxＢは、その領域における道路要素データである道路を絶対座標ＺＰとの位置
関係で所定の位置に配置表示させるデータのテーブル構造に構成されている。背景情報Ｖ
ＭxＣは、他要素データである著名な場所や建造物などを示すマークや、その著名な場所
や建造物などを示す他要素データである画像情報などを絶対座標ＺＰとの位置関係で所定
の位置に配置表示されるデータのテーブル構造に構成されている。
【００２８】
　一方、マッチングデータＭＭは、表示用データＶＭと同様に、例えばそれぞれ固有の番
号が付加された一部の領域に関するマッチングメッシュ情報ＭＭxに複数分割され、マッ
チングメッシュ情報ＭＭxが縦横に複数連続して構成されている。なお、マッチングメッ
シュ情報ＭＭxは、適宜一部の領域に関する下層のマッチングメッシュ情報ＭＭxにさらに
複数分割されていてもよい。各マッチングメッシュ情報ＭＭxは、設定された一辺の長さ
、すなわち実際の地形上の長さを地図の縮尺に応じて短縮した長さで矩形状に分割され、
所定の角部分に地図情報の全体、例えば地球の地図における絶対座標ＺＰの情報を有して
いる。
【００２９】
　そして、マッチングデータＭＭは、例えば車両の移動状態を地図情報に重畳させて表示
させる際に、車両を表す表示が道路上ではなく建物上に位置するなどの誤表示を防止する
ため、車両を表す表示が道路上に位置するように表示を修正するマップマッチング処理に
利用される。このマッチングデータＭＭは、複数のリンク列ブロック情報を有している。
【００３０】
　リンク列ブロック情報は、図４に示すように、道路を構成し地点を表す地点情報として
のノードＮを結ぶ線分である線分情報としてのリンクＬが、所定の規則性で複数関連付け
られたデータのテーブル構造である。具体的には、道路の所定の長さ例えば甲州街道や青
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梅街道などの連続する道路のように、リンクＬが折れ線上にそれぞれ連なった連続するリ
ンク列となるもので関連付けられている。そして、リンクＬは、各リンクＬ毎に付加され
た固有の番号である線分固有情報（以下、リンクＩＤという。）と、リンクＬが結ぶ２つ
のノードＮを表す固有の番号などのノード情報とを有している。
【００３１】
　さらに、マッチングデータＭＭのリンク列ブロック情報には、道路の構成に関する情報
、例えば車線数、本線か否か、国道や県道、有料道路などの種別やトンネル内などの構成
などが関連付けられている。これら道路の構成に関する情報により、表示用データＶＭに
対応して道路を地図表示可能となっている。
【００３２】
　また、移動経路探索用地図情報は、例えばマッチングデータＭＭと同様のテーブル構造
、すなわち道路を表すノードＮのように地点を表す地点情報とリンクＬのように地点を結
ぶ線分情報とを有したテーブル構造で、移動経路を探索するために道路を表すための情報
構造となっている。
【００３３】
　次に、端末側記憶手段１６０の目的地選択情報テーブル１０Ａについて説明する。
【００３４】
　目的地選択情報テーブル１０Ａは、図５に示すように、目的地情報１１を複数記憶する
テーブル構造に構成されている。また、目的地選択情報テーブル１０Ａには、予め格納で
きる目的地情報１１の数量が決められており、本実施の形態では、例えば目的地選択情報
テーブル１０Ａに格納できる目的地情報１１の数量を６個として説明するが、特にこの数
量は限定されず、さらに多くの目的地情報１１を格納できる構成としてもよく、また１つ
のみ格納できる構成としてもよい。この目的地情報１１は、目的地選択情報テーブル１０
Ａに経由する目的地の順に並べられている。目的地情報１１は、ＩＤ情報１１１と、目的
地名称情報１１２と、目的地の位置情報１１３と、到着予定時刻情報１１４と、などを１
つのデータ構造として関連付けられている。
【００３５】
　ＩＤ情報１１１は、各目的地情報１１を識別するために関連付けて付与される情報であ
る。また、このＩＤ情報１１１は、後述する経路探索手段で移動経路を探索させる際に移
動経路の経由の順番を決定する情報である。したがって、ＩＤ情報１１１は、車両が経由
する目的地の順に番号を割り振られる。
【００３６】
　目的地名称情報１１２は、目的地の名称に関する情報である。この目的地名称情報１１
２には、例えば、営業所名、社名、名所や施設などの名称、および個人名などに関する情
報が記載されている。
【００３７】
　位置情報１１３は、この目的地の位置を示す情報である。位置情報１１３は、例えば、
目的地の住所、経度緯度、座標などが記載されている。そして、この位置情報１１３に基
づいて、地図情報上における目的地の座標情報が演算処理される。
【００３８】
　到着予定時刻情報１１４は、移動体が目的地に到着すべき大凡の時刻、または到着すべ
き時間帯などについての情報である。この到着予定時刻情報１１４は、例えば、営業業務
や配達業務などの複数の目的地を決められた時間に到着する必要がある場合において設定
される。
【００３９】
　また、端末側記憶手段１６０には、例えば地図情報における所定の地点の情報を取得す
るための検索情報が記憶されている。すなわち、検索情報は、地図情報上で順次細分化さ
れる領域となる都道府県名、市町村名、地区名、地点名などの内容やガイダンスなどの各
種情報や、地点としての店舗に関する各種情報などで、例えば階層状に項目情報が関連付
けられたツリー構造のテーブル構造となっている。
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【００４０】
　メモリ１７０は、端末入力部１３０で入力操作される設定事項、音楽データや画像デー
タ、目的地選択情報テーブル１０Ａから読み込んだ目的地情報１１などを適宜読み出し可
能に記憶する。また、メモリ１７０には、端末装置１００全体を動作制御するＯＳ（Oper
ating System）上に展開される各種プログラムなどを記憶している。このメモリ１７０と
しては、例えば停電などにより突然電源が落ちた際にも記憶が保持される構成のメモリ、
例えばＣＭＯＳ（Complementary Metal-Oxide Semiconductor）メモリなどを用いること
が望ましい。なお、メモリ１７０としては、ＨＤ、ＤＶＤ、光ディスクなどの記録媒体に
読み出し可能に記憶するドライブやドライバなどを備えた構成としてもよい。
【００４１】
　送受信部１８０は、ネットワーク３００を介してサーバ装置２００に接続されるととも
に、処理部１９０に接続されている。そして、送受信部１８０は、ネットワーク３００を
介してサーバ装置２００から端末信号Ｓtを受信可能で、この端末信号Ｓtの取得によりあ
らかじめ設定されている入力インターフェース処理を実施し、処理端末信号Ｓttとして処
理部１９０に出力する。また、送受信部１８０は、処理部１９０から処理端末信号Ｓttが
入力可能で、この入力される処理端末信号Ｓttの取得によりあらかじめ設定されている出
力インターフェース処理を実施し、端末信号Ｓtとしてネットワーク３００を介してサー
バ装置２００に送信する。
【００４２】
　処理部１９０は、図示しない各種入出力ポート、例えばＶＩＣＳアンテナが接続される
ＶＩＣＳ受信ポート、ＧＰＳ受信部が接続されるＧＰＳ受信ポート、各種センサがそれぞ
れ接続されるセンサポート、端末入力部１３０が接続されるキー入力ポート、端末表示部
１４０が接続される表示部制御ポート、音声出力部１５０が接続される音声制御ポート、
端末側記憶手段１６０が接続される記憶ポート、メモリ１７０が接続されるメモリポート
、送受信部１８０が接続される送受信ポートなどを有する。そして、処理部１９０は、各
種プログラムとして、図７に示すように、現在位置認識手段１９１と、目的地読取手段、
および目的地情報取得手段としても機能する目的地情報認識手段１９２と、マップマッチ
ング手段１９３と、座標マッチング手段１９４と、部分移動経路設定手段、および移動経
路更新手段としても機能する経路探索手段１９５と、報知手段としての案内報知手段１９
６と、報知手段としての表示制御手段１９７と、情報検索手段１９８と、計時手段１９９
と、などを備えている。
【００４３】
　現在位置認識手段１９１は、車両の現在位置を認識する。具体的には、センサ部１１０
の速度センサおよび方位角センサから出力される車両の速度データおよび方位角データに
基づいて、車両の現在の擬似位置を複数算出する。さらに、現在位置認識手段１９１は、
ＧＰＳ受信部から出力される現在位置に関するＧＰＳデータに基づいて、車両の現在の擬
似座標値を認識する。そして、現在位置認識手段１９１は、算出した現在の擬似位置と、
認識した現在の擬似座標値とを比較し、別途取得された地図情報上における車両の現在位
置を算出し、現在位置を認識する。
【００４４】
　また、現在位置認識手段１９１は、加速度センサから出力される加速度データに基づい
て、走行する道路の傾斜や高低差を判断し、車両の現在の擬似位置を算出し、現在位置を
認識する。すなわち、立体交差点や高速道路など、平面上で重なる箇所でも、車両の現在
位置を正確に認識できる。さらに、山道や坂道を走行する際に、速度データや方位角デー
タのみから得る移動距離と、実際の車両の走行距離との誤差を、検出した道路の傾斜を用
いて補正するなどにより正確な現在位置を認識する。
【００４５】
　なお、現在位置認識手段１９１は、現在位置として上述した車両の現在位置の他、端末
入力部１３０にて設定入力された起点となる出発地点などを、擬似現在位置として認識可
能である。そして、現在位置認識手段１９１で得られた各種情報は、メモリ１７０に適宜
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記憶される。
【００４６】
　目的地情報認識手段１９２は、送受信部１８０から受信した目的地情報１１を読み取り
、端末側記憶手段１６０の目的地選択情報テーブル１０Ａに記憶する。この時、目的地情
報認識手段１９２は、目的地選択情報テーブル１０Ａに格納できる数量、例えば本実施形
態では６個の目的地情報１１を読み取り目的地選択情報テーブル１０Ａに格納する。
【００４７】
　そして、目的地情報認識手段１９２は、端末側記憶手段１６０から目的地選択情報テー
ブル１０Ａを認識し、必要な目的地情報１１を取得する。この時、目的地情報認識手段１
９２は、目的地選択情報テーブル１０Ａに配列された目的地情報１１のＩＤ情報１１１の
順番に目的地情報１１を取得する。
【００４８】
　また、目的地情報認識手段１９２は、例えば端末入力部１３０の入力操作などにより設
定入力された目的地に関する目的地情報を取得し、目的地の位置を認識することも可能で
ある。ここで設定入力される目的地情報としては、例えば緯度・経度などの座標、住所、
電話番号など、場所を特定するための各種情報、さらにその目的地に到達したい到着予定
時刻情報などが入力することが可能である。このように端末入力部１３０から設定入力さ
れた目的地情報は、例えば処理部１９０により送受信部１４０からサーバ装置２００に送
信処理される。
【００４９】
　さらに、目的地情報認識手段１９２は、目的地選択情報テーブル１０Ａに空きが生じて
いると判断した場合、サーバ装置２００に目的地情報１１の送信を促す信号を発信する構
成としてもよい。この信号は、例えば、経路探索に用いられた目的地情報１１が更新され
る毎に、すなわち、経路探索手段１９５にて経路探索が実施され、車両が目的地に到達し
たことで先の目的地情報１１が目的地選択情報テーブル１０Ａから削除されたときに発信
されてもよく、また、複数個の目的地情報１１が更新されたときに発信されるものであっ
てもよい。さらには、目的地選択情報テーブル１０Ａに格納された目的地情報１１に示さ
れた目的地の全てに到達した後に、新たな目的地情報１１の送信を促す信号を発信しても
よい。
【００５０】
　マップマッチング手段１９３は、端末側記憶手段１６０から取得する地図情報に基づい
て、現在位置認識手段１９１にて認識した現在位置を適切に表示させるためのマップマッ
チング処理をする。このマップマッチング手段１９３は、上述したように、例えばマッチ
ングデータＭＭを用い、現在位置を端末表示部１４０で地図に重畳して表示される位置が
、端末表示部１４０で表示される地図を構成する要素である道路から逸脱しないように、
現在位置情報を適宜修正すなわち補正して表示させるマップマッチング処理を実施する。
【００５１】
　座標マッチング手段１９４は、端末側記憶手段１６０から取得する地図情報のマッチン
グデータＭＭのノードＮに関する情報である地点情報が同一の点か否かの判断である座標
マッチング処理を実施する。すなわち、上述したように、マッチングデータＭＭのノード
Ｎの地点情報を取得し、地点情報を構成する座標情報を読み取る。具体的には、座標情報
の座標値の情報やオフセット量に基づいて緯度、経度などの座標値を算出し、異なるノー
ドＮが同一の座標値であれば、それらのノードＮの地点情報を構成するフラグ情報を読み
取り、ノードＮが同一の点なのか否かを判断する。そして、同一の点であると判断した場
合には、例えばノードＮにそれぞれ接続し異なるリンク列ブロック情報を構成するリンク
Ｌが互いに交わる道路状態、例えば交差点であると判断する。また、同一の点でないと判
断した場合には、例えノードＮにそれぞれ接続し異なるリンク列ブロック情報を構成する
リンクＬが互いに交わらない道路状態、例えば立体交差であると判断する。
【００５２】
　経路探索手段１９５は、現在位置認識手段１９１にて認識された現在位置情報と、目的
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地情報認識手段１９２にて取得した目的地情報１１と、端末側記憶手段１６０に記憶され
た地図情報と、などに基づいて、車両の走行経路を演算してルート探索し、車両の移動経
路に関する移動経路情報を設定する。具体的には、経路探索手段１９５は、目的地情報認
識手段１９２に、目的地選択情報テーブル１０ＡからＩＤ情報１１１の順に例えば１つの
目的地情報１１ずつを選択して取得させる。そして、現在位置からの取得した目的地情報
１１の位置情報１１３に記載された目的地までの部分移動経路としての移動経路情報を設
定する。
【００５３】
　また、経路探索手段１９５は、車両が目的地に到着すると、現在位置認識手段１９１に
て認識された現在位置情報と、目的地情報１１の位置情報１１３とが略一致すると、次の
目的地情報１１を取得して、この目的地情報１１の位置情報１１３に示される目的地まで
の移動経路情報を設定する。具体的には、経路探索手段１９５は、現在位置情報が現在設
定されている目的地情報１１の位置情報１１３の例えば所定の距離内に入ると、目的地情
報認識手段１９２に次の目的地情報１１を目的地選択情報テーブル１０Ａから取得させる
。そして、ここで取得した次の目的地情報１１と、現在位置情報と、地図情報と、などに
基づいて次の目的地までの移動経路情報を設定する。
【００５４】
　案内報知手段１９６は、メモリ１７０に記憶され、車両の走行状況に対応して予め取得
した道路情報や地物案内情報に基づいて車両の移動に関する案内、例えば車両の走行を支
援する内容の案内を、端末表示部１４０による画像表示や音声出力部１５０による発音に
て報知する。具体的には、所定の矢印や記号などにより、例えば移動経路としての移動経
路情報を端末表示部１４０の表示画面に表示したり、「７００ｍ先、○○交差点を△△方
面右方向です。」、「移動経路から逸脱しました。」、「この先、渋滞です。」などの音
声出力部１５０における音声により発音したり、することなどが例示できる。
【００５５】
　表示制御手段１９７は、例えば端末入力部１３０による入力操作を促して各種情報を設
定入力するための各種表示画面などを表示制御する。また、表示制御手段１９７は、端末
表示部１４０を適宜制御して、例えば図７、図８に示すような周辺地図情報１４１や、こ
の周辺地図情報１４１以外の各種情報などを示す画面表示を、端末表示部１４０で適宜表
示させる。また、ＶＩＣＳ受信部１２０にて受信した渋滞状況などを地図情報に重畳させ
て表示させる。
【００５６】
　ここで、表示制御手段１９７は、周辺地図情報１４１を端末表示部１４０に画面表示さ
せる際に、例えば以下のような処理を実施する。すなわち、表示制御手段１９７は、複数
の道路情報Ｒを有する周辺地図情報１４１を表示させる。そして、表示制御手段１９７は
、図７に示すように、例えば経路探索手段１９５にて設定された車両の現在位置から、目
的地選択情報テーブル１０Ａに記載された最初の目的地までの移動経路情報を周辺地図情
報１４１に重畳させて表示させる。
【００５７】
　そして、表示制御手段１９７は、移動経路情報にしたがって車両が最初の目的地に到着
すると、この移動経路情報の表示を消去し、図８に示すように、目的地選択情報テーブル
１０Ａの次の目的地情報の目的地までの移動経路情報を周辺地図情報１４１に重畳させて
表示させる。以後、同様にして、表示制御手段１９７は、目的地に到着する度に次の目的
地までの移動経路情報を切り替えて表示させる。
【００５８】
　なお、ここでは、表示制御手段１９７は、例えば図９に示すように、複数の目的地まで
の移動経路情報が表示され、そのうち現在向かっている目的地までの移動経路情報を例え
ば他の移動経路とは異なる色で表示するなどして、表示形態を変更して表示させるように
してもよい。また、表示制御手段１９７は、所定数の目的地情報、例えば３つ目的地情報
とその移動経路を表示させるようにして、１つの目的地に到着する毎にさらに次の移動経



(11) JP 4696253 B2 2011.6.8

10

20

30

40

50

路を表示させるようにしてもよい。
【００５９】
　情報検索手段１９８は、例えば端末入力部１３０にて設定入力された検索情報の検索要
求により、端末側記憶手段１６０に記憶された検索情報を、例えば店舗や施設などを項目
情報などに基づいて階層状に検索して取得する。
【００６０】
　計時手段１９９は、例えば内部クロックなどの基準パルスに基づいて現在時刻を認識す
る。そして、この計時手段１９９は、認識した現在時刻に関する時刻情報を適宜出力する
。
【００６１】
　サーバ装置２００は、ネットワーク３００を介して複数の端末装置１００と情報の送受
信が可能となっている。また、サーバ装置２００は、気象庁や警視庁などの各種官庁、民
間団体、企業などの各種機関に設置された図示しないサーバなどから、ネットワーク３０
０を介して各種情報を取得可能となっている。取得する情報としては、例えば気象情報や
、ガソリンスタンドや飲食店などの各種店舗に関する店舗情報など、車両の移動に関する
情報、すなわち車両の移動の際に利用される各種の移動関連情報である。そして、サーバ
装置２００は、図１０に示すように、配信手段としてのインターフェース２１０と、入力
手段としての入力部２２０と、表示部２３０と、サーバ側記憶手段２４０と、ＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）２５０と、などを備えている。
【００６２】
　インターフェース２１０は、ネットワーク３００を介して入力されるサーバ信号Ｓsvに
対してあらかじめ設定されている入力インターフェース処理を実行し、処理サーバ信号Ｓ
cとしてＣＰＵ２５０へ出力する。また、インターフェース２１０は、ＣＰＵ２５０から
端末装置１００に対して送信すべき処理サーバ信号Ｓcが入力されると、入力された処理
サーバ信号Ｓcに対してあらかじめ設定されている出力インターフェース処理を実行し、
サーバ信号Ｓsvとしてネットワーク３００を介して端末装置１００へ出力する。なお、サ
ーバ信号Ｓsvは、処理サーバ信号Ｓcに記載された情報に基づいて、適宜所定の端末装置
１００のみに出力させることも可能である。
【００６３】
　入力部２２０は、例えばキーボードやマウスなどで、入力操作される図示しない各種操
作ボタンや操作つまみなどを有している。これら操作ボタンや操作つまみなどの入力操作
は、サーバ装置２００の動作内容の設定や、サーバ側記憶手段２４０に記憶する情報の設
定入力、サーバ側記憶手段２４０に記憶された情報の更新、目的地情報１１の入力、など
の設定事項の設定入力である。そして、入力部２２０は、設定事項の入力操作により、設
定事項に対応する信号ＳinをＣＰＵ２５０へ適宜出力して設定入力させる。なお、入力操
作としては、操作ボタンや操作つまみなどの操作に限らず、例えば表示部２３０に設けら
れたタッチパネルによる入力操作や、音声による入力操作などにより、各種設定事項を設
定入力する構成としてもできる。
【００６４】
　表示部２３０は、端末表示部１４０と同様に、ＣＰＵ２５０にて制御されＣＰＵ２５０
からの画像データの信号Ｓdpを画面表示させる。この画像データとしては、サーバ側記憶
手段２４０からの画像データやネットワーク３００を介して外部のサーバから取得した画
像データなどが例示できる。
【００６５】
　サーバ側記憶手段２４０は、端末装置１００あるいは外部のサーバなどから受信した各
種情報、例えば図１１に示すような目的地情報テーブル１０などを格納、すなわち読み出
し可能に記憶する。具体的には、このサーバ側記憶手段２４０は、図示しない、各種情報
が記憶される各種情報記憶領域と、複数の目的地情報１１がテーブル構造にて記憶される
目的地情報テーブル１０と、所定数の目的地情報１１がテーブル構造にて記憶される目的
地選択情報テーブル１０Ａと、などを備えている。
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【００６６】
　なお、ここでは、サーバ側記憶手段２４０が上述した記憶領域を備えた構成について例
示したが、これに限らず例えばサーバ側記憶手段２４０に上述した記憶領域を備えない構
成や、さらに他の記憶領域を備えた構成などとしてもよい。また、サーバ側記憶手段２４
０としては、ＨＤ（Hard Disk）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、光ディスク、メ
モリカードなどの記録媒体に読み出し可能に記憶するドライブやドライバなどを備えた構
成などとしてもよい。なお、格納する情報として例えば入力部５２０の入力操作により入
力された情報をも記憶可能で、入力操作により格納された情報の内容が適宜更新可能とな
っている。また、サーバ側記憶手段２４０には、サーバ装置２００全体およびナビゲーシ
ョンシステム１全体を動作制御するＯＳ（Operating System）上に展開される各種プログ
ラムなどをも情報として記憶している。
【００６７】
　ここで、地図情報は、例えば図３に示すような表示用データＶＭと、例えば図４に示す
ようなマッチングデータＭＭと、移動経路探索用地図データと、などを備えている。なお
、これらの表示用データＶＭ、マッチングデータＭＭ、および移動経路探索用地図データ
は、前述した端末装置１００の端末側記憶手段１６０に記憶された地図情報であるため、
ここでの説明は省略する。
【００６８】
　次に目的地情報テーブル１０について説明する。目的地情報テーブル１０は、図１１に
示すように、例えば目的地情報１１を複数記憶するテーブル構造として構成されている。
この目的地情報１１は、例えば入力部２２０からの入力操作により設定入力されるもので
あってもよく、インターフェース２１０がネットワークを介して目的地情報１１を受信し
て取得するものであってもよい。この目的地情報１１は、目的地名称情報１１２と、位置
情報１１３と、到着予定時刻情報１１４と、などをデータ構成として備えている。なお、
これらの目的地名称情報１１２、位置情報１１３、および到着予定時刻情報１１４は上述
した目的地選択情報テーブル１０Ａを構成する目的地情報１１の各データと同様であるた
め、ここでの説明は省略する。
【００６９】
　また、目的地情報１１は、目的地情報テーブル１０に、入力部２２０やインターフェー
ス２１０などから設定入力される順に格納される。そして、この目的地情報テーブル１０
に格納できる目的地情報１１の数量には、数量的な限界が設定されておらず、例えばサー
バ側記憶手段２４０の記憶容量の許容内で目的地情報１１が格納される構成としてもよい
。なお、目的地情報テーブル１０に目的地情報１１を格納できる限界数を設定してもよい
。ただしこの場合、目的地選択情報テーブル１０Ａよりも多い目的地情報１１を格納でき
るようにする必要がある。
【００７０】
　また、サーバ側記憶手段２４０には、地図情報における所定の地点の情報を取得するた
めの検索情報などが記憶されている。すなわち、検索情報は、地図情報上で順次細分化さ
れる領域となる都道府県名、市町村名、地区名、地点名などの内容やガイダンスなどの各
種情報や、地点としての店舗に関する各種情報など、端末装置１００からの検索要求に対
する情報で、例えば階層状に項目情報が関連付けられたツリー構造のテーブル構造となっ
ている。
【００７１】
　さらに、サーバ側記憶手段２４０には、端末装置１００を用いてナビゲーションシステ
ム１を利用する利用者に関する情報である個人情報などが記憶されている。個人情報とし
ては、氏名、住所、利用者毎に付与されるＩＤナンバやパスワードなどの他、ナビゲーシ
ョンシステム１を利用する端末装置１００の形態、端末装置１００と情報を送受信するた
めのアドレス番号、端末装置１００が搭載された車両を特定する情報などである。その他
、サーバ側記憶手段２４０には、ナビゲーション処理の実行に利用される各種情報を、Ｃ
ＰＵ２５０にて適宜読み取り可能に記憶する。
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【００７２】
　ＣＰＵ２５０は、サーバ側記憶手段２４０に記憶された各種プログラムとして、図１２
に示すように、目的地情報生成手段２５１と、目的地選択手段２５２と、移動経路探索手
段２５３と、などを備えている。
【００７３】
　目的地情報生成手段２５１は、例えば入力部２２０にて設定入力された目的地情報１１
を目的地情報テーブル１０に記憶する。また、目的地情報生成手段２５１は、前述したよ
うに、インターフェース２１０を制御して、ネットワーク３００を介して目的地情報を取
得してもよい。また、前述したように、目的地情報テーブル１０への目的地情報１１の格
納では、目的地情報生成手段２５１は、例えばサーバ装置２００に入力されて認識された
目的地情報を順に配列させることで目的地情報１１を目的地情報テーブル１０に格納する
。また、目的地情報生成手段２５１は、新たに追加された目的地情報１１を目的地情報テ
ーブル１０に順次追加する。
【００７４】
　目的地選択手段２５２は、目的地情報生成手段２５１にて目的地情報１１を格納した目
的地情報テーブル１０から所定条件の目的地情報１１を選択して目的地情報群を生成する
。この時、目的地選択手段２５２は、目的地情報１１の位置情報１１３、および到着予定
時刻情報１１４を認識して比較し、例えば位置情報１１３に示される目的地情報が近くな
るように目的地情報１１を選択する。なお、目的地選択手段２５２は、利用者が選択して
入力部２２０から設定入力した目的地情報１１を選択するようにしてもよい。
【００７５】
　移動経路探索手段２５３は、目的地選択手段２５２にて選択された目的地情報群を認識
し、この目的地情報群の各目的地情報１１の位置情報１１３に示される目的地を経由する
移動経路としての全移動経路に関する全移動経路情報を演算処理して設定する。この時、
移動経路探索手段２５３は、例えば全移動経路の移動距離を演算処理して算出して、移動
距離が最短となるように全移動経路情報を設定する。そして、この移動経路探索手段２５
３にて探索された全移動経路情報に基づいて、目的地選択手段２５２にて選択された複数
の目的地情報を目的地の経由順に並び替える。
【００７６】
　そして、移動経路探索手段２５３にて目的地の経由順が設定された目的地情報群は適宜
サーバ側記憶手段２４０に記憶される。この時、処理部２５０は、この目的地情報群を、
例えば端末装置１００を特定できる各端末装置固有のＩＤ情報などに関連付けてサーバ側
記憶手段２４０に記憶する。また、このようなサーバ側記憶手段２４０に記憶される目的
地情報群は、少なくともサーバ装置２００に接続される端末装置１００と同数だけ生成さ
れる。さらに、各目的地情報群は、対応する端末装置１００毎にそれぞれ異なった目的地
情報１１にて構成され、各端末装置１００に対応した目的地情報１１を備えている。そし
て、ＣＰＵ２５０は、これらの目的地情報群から、端末装置１００の目的地選択情報テー
ブル１０Ａに格納可能な目的地情報１１の数量分だけ、経由する目的地の順に目的地情報
１１を読み込み、目的地選択情報群として、インターフェース２１０を介して各端末装置
１００に送信する。
【００７７】
　〔ナビゲーションシステムの動作〕
  次に、ナビゲーションシステム１の動作について、図面を参照して説明する。
【００７８】
　　（移動経路案内処理)
  以下、ナビゲーションシステム１の移動経路情報の案内処理について図１３に基づいて
説明する。図１３は、ナビゲーションシステム１における移動経路の案内処理を示すフロ
ーチャートである。
【００７９】
　図１３において、まず、端末装置１００の処理部１９０は、移動経路探索の処理を実施
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するか否かを選択させる通知を利用者に出す（ステップＳ１０１)。ここで、反応がない
場合や、移動経路探索処理の必要がないとの応答があった場合は、利用者により、移動探
索処理の要求が入力されるまで処理を中断、すなわち、移動経路探索の待機状態となる。
一方、利用者による設定入力により移動経路探索の要求があった場合、移動経路探索処理
を実行する。
【００８０】
　ステップＳ１０１において、利用者による移動経路探索処理の要求の入力操作を確認す
ると、処理部１９０の現在位置認識手段１９１は、現在の位置情報を取得し、現在位置情
報を認識する（ステップＳ１０２)。この現在位置の認識では、例えば、現在位置認識手
段１９１は、センサ部１１０にて現在位置や走行状況などを検出して、現在の位置情報や
、進行方向、車両の向きなどを検出する。また、この時最初に認識した現在位置情報を基
準地点として認識し、メモリ１７０に記憶しておく。
【００８１】
　この後、処理部１９０は、送受信部１８０を制御して、目的地選択情報テーブルの送信
を要求する旨の信号とともに、ステップＳ１０２にて取得した現在位置情報などの設定事
項情報をサーバ装置２００に送信する処理をする。この各種情報の送信の際、端末装置１
００を特定する端末固有情報を合わせて送信する（ステップＳ１０３)。
【００８２】
　サーバ装置２００は、端末装置１００から送信される各種情報を受信すると（ステップ
Ｓ１０４）、ＣＰＵ２５０の目的地選択手段２５２にて予め生成された目的地選択情報群
を認識する（ステップＳ１０５)。
【００８３】
　なお、この目的地選択情報群は、前述したように、目的地選択手段２５２により生成さ
れる。具体的には、目的地選択手段２５２は、目的地情報生成手段２５１にて生成された
目的地情報テーブル１０から、位置情報１１３、到着予定時刻情報１１４に基づいて、複
数の目的地情報１１を選択する。そして、目的地選択手段２５２は、これらの複数の目的
地情報１１から、移動経路探索手段２５３に目的地を経由した全移動経路の移動距離が最
短となる例えば６つの目的地情報１１を選択する。この後、目的地選択手段２５２は、こ
のようにして選択された６つの目的地情報１１を目的地の経由順に並び替えて目的地選択
情報群を生成する。
【００８４】
　ステップＳ１０５において、サーバ装置２００は、目的地選択情報群を取得すると、受
信した設定事項情報に含まれる端末装置１００の端末固有情報に基づいて、インターフェ
ース２１０を制御し、それぞれの端末装置１００に目的地選択情報群を適宜送信する（ス
テップＳ１０６)。
【００８５】
　そして、各種情報を受信した端末装置１００の処理部１９０は（ステップＳ１０７）、
まず、受信した各種情報に目的地選択情報群が含まれるか否かを判断する（ステップＳ１
０８）。ここで処理部１９０は、受信した各種情報に目的地選択情報群が含まれていない
ことを認識すると、処理を終了させる。
【００８６】
　なお、ステップＳ１０８において、終了処理を実施する場合、処理部１９０は、目的地
情報認識手段１９２にステップＳ１０２にて認識した基準地点を認識させて、経路探索手
段１９５に現在位置からこの基準地点までの移動経路情報を探索させてもよい。この場合
、処理部１９０は、表示制御手段１９７に現在位置から基準地点までの移動経路情報を端
末表示部１４０に表示させて、移動経路を案内報知する。このようにすることで、ナビゲ
ーションシステム１は、基準地点から複数の目的地を経由して再び基準地点に戻る循環移
動経路を案内報知することができる。
【００８７】
　一方、ステップＳ１０８において、目的地選択情報群を受信した場合、処理部１９０の
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目的地情報認識手段１９２は、この目的地情報群から順に目的地情報１１読み取り、端末
側記憶手段１６０の目的地選択情報テーブル１０Ａに記憶する。この時、目的地情報群は
目的地の経由順に並び替えられているため、この並び順に読み取って目的地選択情報テー
ブル１０Ａに記憶することで、目的地選択情報テーブル１０Ａの目的地情報１１も目的地
の経由順に配列される。
【００８８】
　この後、処理部１９０は、目的地情報認識のために、内部変数ｎを初期化して例えば初
期値１を代入する（ステップＳ１０９)。なお、この内部変数ｎに代入させる値は、目的
地選択情報テーブル１０Ａの先頭レコードの目的地情報１１におけるＩＤ情報１１１に対
応させている。したがって、目的地選択情報テーブル１０Ａの先頭レコードの目的地情報
１１におけるＩＤ情報１１１の値が例えば１０であれば、内部変数ｎの初期値は１０とな
る。
【００８９】
　そして、処理部１９０の目的地情報認識手段１９２は、目的地選択情報テーブル１０Ａ
を検索して、ＩＤ情報１１１と内部変数ｎが同値となる目的地情報１１を検索する（ステ
ップＳ１１０)。ステップＳ１１０において、内部変数ｎと一致するＩＤ情報１１１の目
的地情報１１が存在しない場合は、ステップＳ１０３に戻り、現在位置情報を含む各種情
報をサーバ装置２００に送信して、次の目的地選択情報群の送信を促す処理をする。
【００９０】
　一方、ステップＳ１１０において、内部変数ｎと一致するＩＤ情報１１１の目的地情報
１１が存在する場合、目的地情報認識手段１９２は、この目的地情報１１を認識する（ス
テップＳ１１１)。
【００９１】
　そして、処理部１９０の経路探索手段１９５は、ステップＳ１１１にて選択した目的地
情報１１の位置情報１３と、現在位置認識手段１９１にて取得した現在位置情報とに基づ
いて、現在位置から目的地までの移動経路を探索させ、移動経路情報を生成する（ステッ
プＳ１１２)。
【００９２】
　次に、処理部１９０の表示制御手段１９７は、ステップＳ１１２にて生成された移動経
路情報に基づいて、端末表示部１４０に図７または図８に示すような移動経路情報を表示
させて、案内誘導処理を実施する。また、同時に案内報知手段１９６は、音声出力部１５
０にて、音声にて移動経路情報の設定完了事項や移動経路情報の案内誘導などを報知して
、案内誘導処理を実施する（ステップＳ１１３)。
【００９３】
　ステップＳ１１３における案内誘導処理により、車両が移動経路に沿って移動すると、
表示制御手段１９７は、車両の動きに合わせて、端末表示部１４０に表示される現在位置
を移動させて表示させる。この時、処理部１９０は、現在位置認識手段１９１に常に車両
の現在位置を確認させ、車両が目的地に到着したかどうかを判断する（ステップＳ１１４
）。具体的には、処理部１９０は、現在位置認識手段１９１にて認識される現在位置情報
が、目的地の位置情報１１３で示される地点から例えば所定半径距離以内に近接した場合
に車両が目的地に到着したと判断する。ここで、車両が目的地に到達していないと判断し
た場合は、案内誘導処理を続行させる。
【００９４】
　一方、ステップＳ１１４において、処理部１９０が、車両が目的地に到達したと判断し
た場合、目的地変更処理を実施する。この目的地変更処理では、まず、処理部１９０は、
内部変数ｎの値を例えば１増加させる（ステップＳ１１５)。そして、ステップＳ１１０
の処理に戻り、変更した内部変数ｎと一致する目的地情報１１を認識する。ここで、目的
地選択情報テーブル１０Ａの目的地情報１１は、先頭を例えば１として順にＩＤ情報１１
１が付与されている。したがって、内部変数ｎの初期値を１とした場合、目的地情報認識
手段１９２は、目的地選択情報テーブル１０Ａの最初に配列されている目的地情報１１を
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最初の目的地として選択する。そして、ステップＳ１１５において、内部変数を例えば１
増加させることで、目的地選択情報テーブル１０Ａの次の目的地情報１１を選択すること
ができる。このようにして目的地選択情報テーブル１０Ａに格納された目的地情報１１を
順に認識して順に移動経路を案内報知する。
【００９５】
　〔本実施の形態の作用効果〕
  上述したように、上記本実施の形態のナビゲーションシステム１は、現在位置認識手段
１９１にて現在位置に関する現在位置情報を取得し、目的地情報認識手段１９２にて目的
地情報１１を経由する順に格納した目的地選択情報テーブル１０Ａから経由する目的地の
順に目的地情報１１を取得し、経路探索手段１９５にて現在位置から目的地までの移動経
路情報を設定している。このため、目的地を経由する順に選択した目的地情報１１を端末
装置１００で読み込んで順番に目的地を設定できる。したがって、手動で複数の目的地情
報を入力する必要がなく、容易に複数の目的地を経由する移動経路を設定することができ
る。そのうえ、従来用いられている目的地までの立ち寄り地の設定数が限られるナビゲー
ション装置に目的地選択情報テーブル１０Ａを組み込むだけで上記のように容易に複数の
目的地を経由する移動経路を設定できるので、専用のナビゲーション装置などが不要で、
構成を簡単にできる。
【００９６】
　また、サーバ装置２００は、移動経路探索手段２５３および目的地選択手段２５２にて
、複数の目的地を経由した全移動経路の移動距離が最短となるように、複数の目的地情報
１１を選択している。このため、端末装置１００は、目的地情報１１を、全移動経路の移
動距離を最短にできる最適な並び順で取得できる。したがって、ナビゲーションシステム
１は、効率の良い移動経路情報を案内報知できる。
【００９７】
　そして、目的地情報認識手段１９２は、目的地選択情報テーブル１０Ａに配列された目
的地情報１１を順に１つずつ選択して取得している。このため、１つの目的地までの移動
経路情報を順に設定できる。したがって、この移動経路情報を地図情報に重畳させて表示
させた時に、１つの目的地までの移動経路情報のみが表示されて、その他の地点までの移
動経路が表示されないので、現在向かっている目的地までの移動経路情報が一目で確認で
きる。したがって、視認性を良好にでき、効率よく移動経路の案内報知ができる。
【００９８】
　また、処理部１９０は、現在位置認識手段１９１にて認識した現在位置情報と目的地情
報１１の目的地の位置情報１１３とが略一致することを認識すると、次の目的地までの移
動経路を設定する目的地更新処理を実施する。このため、車両が目的地に到達する度に、
目的地情報認識手段１９２にて順に目的地情報１１を認識して、この目的地までの移動経
路を設定するので、手動による目的地情報の設定が不要で容易に移動経路の設定ができる
。また、目的地選択情報テーブル１０Ａの並び順に目的地情報１１が選択されるので、次
に向かうべき目的地を誤認することがない。
【００９９】
　そして、この目的地更新処理の際に、次の目的地情報１１が読み込まれると、先に認識
して移動経路の案内報知処理が完了した目的地情報１１を削除している。このため、目的
地情報１１を重複して読み込むことがなく、確実に次の目的地情報１１を読み込んで移動
経路の案内報知処理を実施できる。また、全ての目的地情報１１の移動経路の案内報知処
理が完了すると、即座に新たな目的地選択情報群を読み込んで、目的地選択情報テーブル
１０Ａに目的地情報１１を記憶することができる。
【０１００】
　さらに、端末装置１００は端末入力部１３０を備えている。このため、例えば至急に目
的地情報を登録する必要が生じた場合など、手入力により目的地情報を登録、または編集
することができる。したがって、目的地情報などの変更により、再度目的地選択情報テー
ブル１０Ａを読み込むなどの必要がなく、容易に目的地情報１１の編集ができる。
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【０１０１】
　そして、上述したようなナビゲーションシステム１は、１つのサーバ装置２００につき
、複数の端末装置１００がネットワーク３００を介して接続されている。このため、端末
装置１００を搭載した複数の車両に同時に目的地を送信することができ、複数の端末装置
に同時に複数の目的地選択情報テーブル１０Ａを配信することができる。
【０１０２】
　また、この時、サーバ装置２００の目的地選択手段２５２は、それぞれ異なった目的地
情報１１を持つ目的地選択情報テーブル１０Ａを生成し、これらの目的地選択情報テーブ
ル１０Ａを各端末装置１００に配信する。このため、各端末装置１００は互いに異なった
目的地情報１１をもつ目的地選択情報テーブル１０Ａを取得する。したがって、例えば配
達業務や営業業務などにおいて、多くの目的地を複数の車両で分担して巡回する必要があ
る場合、サーバ装置２００は、各車両の配達先または営業先を容易に分担することができ
る。
【０１０３】
　また、本実施の形態では、目的地情報テーブル１０および目的地選択情報テーブル１０
Ａを構成する目的地情報１１は、目的地名称情報１１２と位置情報１１３と到着予定時刻
情報１１４となどを備えてデータ構築されている。そして、目的地選択手段２５２は、位
置情報１１３および到着予定時刻情報１１４に基づいて、隣り合う目的地情報１１の目的
地の位置が近隣となるように、かつ、到着予定時刻情報１１４で示される到着予定時刻が
時刻の早い順に並んで配列されるように目的地選択情報テーブル１０Ａを生成している。
このため、目的地選択情報テーブル１０Ａは、目的地の位置が近傍である目的地情報１１
が到着予定時刻順に配列される。したがって、このような目的地選択情報テーブル１０Ａ
を用いることで、各目的地間の移動距離を短縮することができ、移動にかかる時間も短縮
することができる。したがって、例えば配達業務や営業業務などのように複数の目的地を
巡回する必要がある場合などにおいて、効率よく目的地を巡回することができる。
〔実施形態の変形〕
【０１０４】
　なお、本発明は、上述した各実施の形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達
成できる範囲で以下に示される変形をも含むものである。
【０１０５】
　すなわち、移動体としては、車両に限らず例えば飛行機や船舶など移動するいずれの移
動体にも適用でき、また移動体は、端末装置１００を利用するために携帯する利用者の現
在位置を端末装置１００の現在位置として認識させることで利用者を対象としてもよい。
さらには、上述したように、利用者が直接携帯する構成、あるいは携帯電話やＰＨＳ（Pe
rsonal Handyphone System）などを端末装置１００として携帯電話やＰＨＳの基地局をサ
ーバ装置２００として、携帯電話やＰＨＳなどが基地局から情報を取得する構成などにも
適用できる。
【０１０６】
　本実施の形態では、目的地選択情報テーブル１０Ａは、到着予定時刻情報１１４に基づ
いて到着予定時刻が早くなるように並び替えられるとしたが、これに限らない。例えば、
目的地情報１１は、到着予定時刻情報１１４を持たない構成としてもよい。この場合、例
えば優先度情報をデータ構成として目的地情報に持たせ、この優先度情報に示される優先
度が高い順に並び替えた目的選択情報テーブルとしてもよい。
【０１０７】
　また、到着予定時刻情報を持つ目的地情報と到着予定時刻情報を持たない目的地情報と
が混合された目的地情報テーブルから目的地選択情報テーブルを生成する構成としてもよ
い。この場合、到着予定時刻情報を持つ目的地情報を複数個選択して、例えば時刻の早い
順に並び替え、これらの到着予定時刻情報を持つ目的地情報の前後並びに、この到着予定
時刻情報を持つ目的地情報と位置情報が近い到着予定時刻情報を持たない目的地情報を配
列させる。このようにすることで、利用者は、到着予定時刻情報が示された目的地情報の
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目的地に時刻どおりに到着することができ、次の到着予定時刻情報が示された目的地情報
の目的地に向かうまでに、近隣の到着予定時刻情報を持たない目的地情報の目的地を巡回
することができる。したがって、本実施の形態と同様に、各目的地間の移動距離、および
移動時間を短縮することができる。
【０１０８】
　また、上述した各機能をプログラムとして構築したが、上述したように、例えば回路基
板などのハードウェアあるいは１つのＩＣ（Integrated Circuit）などの素子にて構成す
るなどしてもよく、いずれの形態としても利用できる。なお、プログラムや別途記録媒体
から読み取らせる構成とすることにより、取扱が容易で、利用の拡大が容易に図れる。
【０１０９】
　さらに、本実施の形態では、端末装置１００は、端末側記憶手段１６０に地図情報を格
納し、サーバ装置２００で生成した目的地選択情報テーブル１０Ａを受信して、現在位置
からこの目的地選択情報テーブル１０Ａから選択される目的地までの移動経路を探索して
表示させる構成を示したが、これに限らない。例えば、サーバ装置が、地図情報を格納す
る記憶手段と、目的地選択テーブル情報から目的地情報を選択する目的地情報認識手段と
、目的地までの移動経路情報を設定する経路探索手段と、を備えた構成としてもよい。こ
のような構成では、サーバ装置は、目的地情報認識手段にて目的地を経由する順に認識し
てこの目的地までの移動経路を経路探索手段にて探索して移動経路情報を生成し、この移
動経路情報を端末装置に送信する。そして端末装置は、送信された移動経路情報を端末表
示部にて表示させる。この構成では、端末装置の構成をさらに簡略化できる。また、端末
装置の小型化を促進することができる。
【０１１０】
　また、本実施の形態では、端末装置１００は、サーバ装置２００にて生成された目的地
選択情報群を受信して目的地選択情報テーブル１０Ａに記憶し、目的地情報認識手段１９
２にてこの目的地選択情報テーブル１０Ａから目的地情報１１を認識する構成を示したが
、これに限らない。例えば、サーバ装置の目的地選択手段は、目的地情報テーブルから１
つずつ目的地情報を選択して、そのまま端末装置に送信する構成としてもよい。この場合
、端末装置は、直接受信した目的地情報と現在位置情報とから経路探索処理を実施して、
移動経路情報を取得する。そして、車両が目的地に到着して移動経路の案内報知処理が完
了すると、再びサーバ装置から新たな目的地情報を取得する。このような構成では、端末
装置は、サーバ装置にて新たに追加された目的地情報を反映させた目的地情報テーブルか
ら新たな目的地情報を取得できる。したがって、より効率のよい目的地情報の選択ができ
る。
【０１１１】
　また、本実施の形態では、目的地選択情報テーブル１０Ａに記憶された全ての目的地情
報１１の移動経路の案内報知処理が終了すると、新たにサーバ装置２００から目的地情報
群を受信して次の目的地情報１１を目的地選択情報テーブル１０Ａに記憶するとしたが、
これに限らない。例えば、1つの目的地情報１１の目的地への移動経路の案内処理が終了
すると、この目的地情報１１を目的地選択情報テーブル１０Ａから削除して新たにサーバ
装置から目的地情報を受信する構成としてもよい。このように、1つの目的地情報が削除
される度に新たな目的地情報を受信する場合、１回の通信にかかる受信量が少ないので、
快適な通信速度で目的地情報を受信でき、端末装置の処理への負担を低減できる。また、
所定数の目的地情報１１が目的地選択情報テーブル１０Ａから削除されるたびに、削除さ
れた目的地情報１１と同数だけ新たにサーバ装置２００から新たな目的地情報を受信する
構成としてもよい。
【０１１２】
　そして、本実施の形態では、複数の端末装置１００を用いるとしたが、これに限らず、
例えば、端末装置１００は１つのみであってもよい。またサーバ装置２００は、図１中に
１つのみ表示しているが、これに限らず、サーバ装置が複数設けられている構成であって
もよい。このように、複数のサーバ装置をネットワークで接続して処理を分担させること
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で、さらに多くの端末装置への目的地選択情報テーブルの送信が容易に実施できる。例え
ば、多くの配達車両を用いた大規模な配達業務などにおいて、各車両に端末装置を搭載さ
せ、これらの車両を複数のサーバ装置で管理することで、サーバ装置の処理能力が向上し
、ナビゲーションシステムは、的確かつ迅速な配達指示を送信することができる。
【０１１３】
　さらには、端末装置は、サーバ装置をネットワークにより接続されていない構成として
もよい。この場合、例えば携帯電話や携帯型パーソナルコンピュータなどの携帯機器に予
め目的地を経由順に並び替えた目的地選択情報テーブルを記憶しておき、この携帯機器を
端末装置の例えば端子接続部などに接続することで、端末装置が目的地選択情報テーブル
を取得できる構成としてもよい。さらには、このような携帯機器に目的地選択情報テーブ
ルおよび移動経路情報を記憶しておき、端末装置では、移動経路情報を表示させるのみの
構成としてもよい。このような構成では、端末装置の構成をより簡略にすることにでき、
小型化や軽量化などを促進できる。
【０１１４】
　また、送受信部１８０が端末装置１００に固定されている構成を示したが、これに限ら
れない。例えば、送受信部１８０は端末装置１００から着脱可能に設けられている構成と
してもよい。このような送受信部１８０としては、例えば携帯電話や携帯型パーソナルコ
ンピュータなどの携帯小型機器を利用することができる。そしてこの送受信部を端末装置
に設けられる例えば端子部に接続される。また、このような着脱可能な送受信部に、記憶
手段を設けられている構成としてもよい。記憶手段としては、例えば、ハードディスク、
ＤＶＤ、ＣＤ、およびＰＣカードなどのメモリカードなどを利用することができる。
【０１１５】
　この場合、送受信部は、サーバ装置から送信された目的地選択情報群などの各種情報を
この記憶手段に一時記憶する。これにより、例えば、利用者が端末装置を搭載した車両か
ら離れている場合や、端末装置の電源が切られている状態で端末装置からの送受信が不可
能な場合などにおいても、この送受信部のみを独立させて起動させておくことで、いつで
もサーバ装置から送信される各種情報を受信し、記憶手段に記憶できる。
【０１１６】
　さらに、目的地情報認識手段は、送受信部の記憶手段にて記憶された目的地選択情報群
を直接読み込み、そのままメモリ１７０に用いてデータ処理してもよい。この場合、送受
信部の記憶手段を利用できるため、端末側記憶手段の記憶容量の節約ができる。
【０１１７】
　そして、本実施の形態では、目的地情報認識手段１９２は、目的地情報１１を１つずつ
選択して取得しているが、これに限らない。例えば、目的地情報認識手段１９２は、所定
数、例えば３つの目的地情報を認識する。そして、経路探索手段１９５は、これらの目的
地情報１１のうち１つを目的地とし、残りの目的地情報１１を立ち寄り地として移動経路
情報を設定する。このような構成では、各目的地間の距離などを確認することができるの
で、例えば目的地間の距離を確認して、到着予定時刻に合わせるように移動速度を調整す
ることができる。さらに、登録されている目的地の位置を一目で確認することができる。
そして、このように設定された移動経路情報は、例えば全経路を表示してもよく、現在向
かっている立ち寄り地点、あるいは目的地までの移動経路を表示させるものであってもよ
い。さらには、現在向かっている立ち寄り地点、あるいは目的地までの移動経路情報を他
の移動経路情報の表示形態を別形態にて表示させてもよい。すなわち、例えば、現在向か
っている立ち寄り地点、あるいは目的地までの移動経路情報を赤矢印で表示し、他を黒矢
印で表示するなどが考えられる。このように表示形態と変えることで、現在向かっている
移動経路情報と他の移動経路情報とが一目で認識できる。したがって、複数の移動経路が
複雑に交差した場合において、移動経路の誤認などを防止できる。
【０１１８】
　また、本実施の形態では、端末装置１００は、サーバ装置２００から目的地選択情報群
が送信されなかった場合など、目的地情報認識手段１９２が目的地選択情報群を認識でき
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ないときは、最初に現在位置認識手段１９１にて認識した基準地点を目的地として移動経
路を設定して、全体として複数の目的地を経由した循環移動経路を案内報知するとしたが
、これに限らない。例えば、目的地情報認識手段が目的地選択情報群を認識できない場合
、基準地点を目的地と設定せず、そのまま処理を終了させる構成としてもよい。さらに、
目的地情報認識手段が目的地選択情報群を認識できない場合、例えば自宅などの基準地点
と異なる、予め設定された地点を目的地として移動経路を探索する構成としてもよい。
【０１１９】
　また、サーバ装置にＶＩＣＳ受信部を設けた構成としてもよい。そして、このサーバ装
置側のＶＩＣＳ受信部にて渋滞に関する情報を統計的に処理して渋滞予測情報を生成し、
移動経路探索手段は、渋滞予測情報を加味して目的地を経由する全移動経路情報を設定す
る構成としてもよい。この場合、端末装置は、サーバ装置にて生成された渋滞予測を加味
した全移動経路に基づく目的地情報を受信し、この目的地情報に基づいた移動経路情報を
ＶＩＣＳ受信部で受信される現在渋滞状況とともに端末表示部に表示させる。このように
することで、ナビゲーションシステムは、渋滞予測と加味した複数の目的地を経由する移
動経路を案内報知することができる。
【０１２０】
　さらに、本実施の形態では、端末入力部１３０から設定入力された目的地情報は、サー
バ装置２００に送られ、サーバ装置２００の目的地情報生成手段２５１は、この目的地情
報を目的地情報テーブルに記憶する構成としたが、これに限らない。例えば、目的地選択
情報テーブル１０Ａに空きがある場合、設定入力された目的地情報は、この目的地選択情
報テーブルの最後尾に記憶される構成としてもよい。また、目的地選択情報テーブルに空
きがない場合は、最後尾に記憶された目的地情報を削除して設定入力された目的地情報が
記憶される構成としてもよい。さらに、このような場合、端末装置は、車両が目的地に到
着して目的地情報が１つ削除される毎に１つの目的地情報を新たにサーバ装置から受信す
る構成とすることが好ましい。この構成では、端末装置がサーバ装置から新たな目的地情
報を受信する際に、車両が目的地に到着すると、現在位置情報とともに設定入力された目
的地情報をサーバ装置に送信する。そして、サーバ装置は、この設定入力された目的情報
を予め設定された目的地情報群に加えて、移動経路探索手段２５３にて全移動経路情報を
再探索させる。このようにすることで、全移動経路の移動距離が最短となるように、設定
入力された目的地情報の経由順を決定することができる。
【０１２１】
　その他、本発明の実施の際の具体的な構造および手順は、本発明の目的を達成できる範
囲で他の構造などに適宜変更できる。
【０１２２】
〔実施の形態の効果〕
　ナビゲーションシステム１は、現在位置認識手段１９１にて現在位置に関する現在位置
情報を取得し、目的地情報認識手段１９２にて目的地情報１１を経由する順に格納した目
的地選択情報テーブル１０Ａから経由する目的地の順に目的地情報１１を取得し、経路探
索手段１９５にて現在位置から目的地までの移動経路情報を設定している。このため、目
的地を経由する順に選択した目的地情報１１を端末装置１００で読み込んで順番に目的地
を設定できる。したがって、手動で複数の目的地情報を入力する必要がなく、容易に複数
の目的地を経由する移動経路を設定することができる。そのうえ、従来用いられているナ
ビゲーション装置に目的地選択情報テーブル１０Ａを組み込むだけで上記のように容易に
複数の目的地を経由する移動経路を設定できるので、専用のナビゲーション装置などが不
要で、構成を簡単にできる。
【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】本実施の形態におけるナビゲーションシステムの概略構成を示すブロック図であ
る。
【図２】端末装置の概略構成を示すブロック図である。
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【図３】地図情報を構成する表示用データのテーブル構造を模式的に示す概念図である。
【図４】地図情報を構成するマッチングデータのテーブル構造を模式的に示す概念図であ
る。
【図５】目的地選択情報テーブルのデータ構造の一部を示す概略図である。
【図６】端末装置を構成する処理部の概略構成を示すブロック図である。
【図７】端末表示部にて画面表示される周辺地図情報を示す概念図である。
【図８】端末表示部にて画面表示される周辺地図情報を示す別の概念図である。
【図９】端末表示部にて画面表示される周辺地図情報を示す他の実施例の概念図である。
【図１０】サーバ装置の概略構成を示すブロック図である。
【図１１】目的地情報テーブルにおけるデータのテーブル構造を模式的に示す概念図であ
る。
【図１２】サーバ装置を構成するＣＰＵの概略構成を示すブロック図である。
【図１３】ナビゲーションシステムにおける移動経路の案内処理を示すフローチャートで
ある。
【符号の説明】
【０１２４】
　　１　　　移動経路設定システムおよび移動経路報知システムとしてのナビゲーション
　　　　　　システム
　１１　　　目的地情報
１００　　　移動経路設定装置および移動経路報知装置としての端末装置
１３０　　　入力手段としての端末入力部
１７０　　　目的地記憶手段としてのメモリ
１８０　　　目的地受信手段、端末通信手段として機能する手段送受信部
１９１　　　現在位置取得手段としての現在位置認識手段
１９２　　　目的地情報取得手段、目的地読取手段として機能する目的地情報認識手段
１９５　　　部分移動経路設定手段、移動経路更新手段として機能する経路探索手段
１９７　　　報知手段としての表示制御手段
２００　　　演算装置としてのサーバ装置
２１０　　　配信手段としてのインターフェース
２２０　　　入力手段としての入力部
３００　　　ネットワーク
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